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新
年
の
ご
挨
拶

年
男
年
女
の
皆
さ
ん
に
聞
い
た
！
新
年
の
抱
負

Ｊ
Ａ
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　
各
地
で
伊
予
美
人
宣
伝
活
動

　
　
女
性
部
健
康
部
会
／
四
国
中
央
警
察
署
よ
り
感
謝
状

特
集
２
　
第
１９
回
Ｊ
Ａ
う
ま
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
&

　
　
　
　
第
１２
回
四
国
中
央
市
産
業
祭
　
開
催
報
告

コ
ス
モ
ス
ち
ゃ
ん
知
恵
袋

　
　
家
庭
菜
園
／
年
金
相
談
一
口
メ
モ
／
資
産
管
理
の
法
律
ガ
イ
ド

　
　
プ
リ
エ
ー
ル
　
人
形
供
養
祭

ク
イ
ズ
＆
レ
シ
ピ

　
　
新
鮮
食
材
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
　
柿
と
キ
ュ
ウ
リ
の
サ
ラ
ダ

　
　
の
ん
き
家
族
／
ク
イ
ズ
挑
戦
状

　
　
ま
ち
が
い
さ
が
し
／
俳
句
と
川
柳

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
今
月
の
予
定
／
理
事
会
だ
よ
り

　
　
雛
人
形
特
別
展
示
会

Ｊ
Ａ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

　
　
お
便
り
あ
り
が
と
う
／
編
集
後
記

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
者
募
集

　
　
え
ひ
め
み
か
ん
祭
／
奄
美
大
島
と
先
島
諸
島
５
島
巡
り

ペ
ー
ジ

今月の目次 ｜c o n t e n t s

謹
ん
で

　
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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ジ
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うま農業協同組合

代表理事組合長　篠原 一志

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
格
別
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
日
本
銀
行
に
よ
る
量
的
・

質
的
金
融
緩
和
の
拡
大
と
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

の
導
入
、
安
倍
政
権
が
推
し
進
め
る
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
、
経
済
再
生
・
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
よ
り
企
業
活
動
が
回
復
し
た
こ

と
か
ら
、
雇
用
・
所
得
環
境
は
改
善
し
、
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
方
で
、
中
国
を
始
め
と
す
る
新
興
国

経
済
の
落
ち
込
み
や
、
昨
年
６
月
に
行
な
わ
れ
た

国
民
投
票
で
の
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
支
持
、
近
く

就
任
す
る
「
米
国
第
一
主
義
」
を
掲
げ
る
次
期
ア

メ
リ
カ
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
に
よ
る

政
権
運
営
が
も
た
ら
す
世
界
経
済
へ
の
影
響
な

ど
、
我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
農
業
は
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
者
の
減
少

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化

し
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
農
業
者
の
不
安
を
よ
そ
に
、
昨
年
１２
月
Ｔ
Ｐ

Ｐ
法
案
並
び
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
案
が
国
会
で
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
、
米
国
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
を
鮮
明
に
表
明
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
発
効
は
不
可
能
と
の
見
通
し
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
米
２
国
間
の
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
基
準
が

足
場
と
さ
れ
、
そ
れ
を
上
回
る
農
産
物
市
場
の

開
放
を
迫
ら
れ
る
と
の
懸
念
が
出
て
お
り
、
い
ず

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
農
業
者
に
と
っ
て
は
厳
し

さ
が
増
す
こ
と
は
確
実
で
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
４
月
に
は
改
正
農
協
法
が
施

行
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
の
理
事
の
構
成
・
准
組
合
員
の

利
用
規
制
の
検
討
や
中
央
会
制
度
の
見
直
し
と

い
っ
た
組
織
・
事
業
運
営
に
関
す
る
目
的
規
定

が
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
事
業
目
的
や
協
同
組
合

自
治
の
根
幹
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
連
の
農
協
改
革
で
は
、
昨
年
１１
月
政

府
が
主
導
す
る
規
制
改
革
推
進
会
議
農
業
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
信
用
事
業
を
自
ら
担

う
Ｊ
Ａ
の
半
減
や
全
農
の
委
託
販
売
廃
止
の
短

期
間
で
の
実
現
を
求
め
る
な
ど
、
農
業
協
同
組

合
の
仕
組
み
・
役
割
を
根
本
的
に
否
定
し
、
現
実

的
で
な
い
事
業
・
組
織
の
在
り
方
ま
で
強
要
す

る
内
容
の
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
場
無

視
の
急
進
的
な
議
論
は
自
己
改
革
を
尊
重
す
る

内
容
へ
一
旦
押
し
戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
改
革
へ
の
努
力
が
不
足
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、
再
び
急
進
的
な
改
革
論
が
再
燃
す
る
の

は
確
実
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
Ｊ
Ａ
う
ま
で
は
、
昨

年
「
第
７
次
中
期
経
営
計
画
・
中
期
営
農
振
興

計
画
」
（
平
成
２８
年
度
〜
平
成
３０
年
度
）
を
策

定
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
「
声
を
聴
き
、
共
有

す
る
」
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
役
割
を

発
揮
す
る
た
め
、
地
域
農
業
の
活
性
化
、
支
店
・

産
直
市
な
ど
を
通
じ
て
農
家
組
合
員
・
地
域
住

民
と
の
交
流
を
深
め
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
、
「
夢
と
活
力
あ
る
「
農
業
」

と
「
暮
ら
し
」
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
た
自
己
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
数
値

目
標
を
定
め
進
捗
管
理
を
行
い
状
況
に
つ
い
て
適

うま農業協同組合

代表理事組合長 篠原 一志

時
座
談
会
等
を
通
じ
て
ご
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
昨
年
４
月
中
曽
根
支
店
に

「
く
ら
し
の
相
談
課
・
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、
く
ら
し
の
課
題
（
相
続
・

贈
与
・
農
地
保
全
・
不
動
産
活
用
等
）
に
関
す

る
相
談
サ
ー
ビ
ス
や
賃
貸
住
宅
の
経
営
に
関
す

る
研
修
会
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
等
を
公
認
会
計
士

や
税
理
士
・
司
法
書
士
等
の
専
門
家
と
連
携
し

く
ら
し
の
課
題
解
消
に
向
け
た
幅
広
い
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
目
的

に
、
農
地
所
有
適
格
法
人
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
う
ま

を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

土
居
・
豊
岡
地
区
に
お
い
て
農
作
業
受
託
・
支
援

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
芋
「
伊
予
美
人
」
を
は
じ
め
と
す
る

基
幹
作
物
の
消
費
宣
伝
、
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
の
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
の

開
発
支
援
、
産
直
市
・
学
校
給
食
を
中
心
と
し

た
「
地
産
地
消
」
の
拡
大
に
よ
り
「
安
全
・
安

心
」
な
「
食
」
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
信
用
・

共
済
・
営
農
経
済
事
業
は
も
と
よ
り
、
子
供
た

ち
と
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
「
あ
ぐ
り
ス

ク
ー
ル
」
な
ど
の
食
農
教
育
や
福
祉
分
野
で
の

高
齢
者
へ
の
貢
献
、
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
活
動
へ
の

参
加
等
を
通
じ
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の
暮

ら
し
を
応
援
す
る
と
い
う
協
同
組
合
の
原
点
に

立
ち
、
「
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
を
目

指
し
、
役
職
員
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
よ
り
一
層

の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新年の抱負
大集合!!

鈴木孝志さん

松林佳音さん

石村美智子さん
野村尚弘さん

飛鷹恵子さん

石川一子さん

高橋和雄さん

吉岡賢治さん
　とご家族の皆さん

矢野羽乃さん

戸田頼重さん

音花慶太さん

四国中央アマチュア無線クラブの皆さん

坂上力哉さん

宮崎沙也香さん
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　11月4日、JAうま女性部は伊予三島体育館で健
康部会を開きました。今年の活動テーマは「勇気を
もって受けよう健診！～笑顔で伸ばそう健康寿命
～」。愛媛県厚生連の後藤昌栄さんを講師に招き、
年齢と共に気になってくる「足」についてストレッチ
などを教えていただきました。外反母趾や巻き爪、
魚の目などは「足病」と称され、後藤さんによるとほ
とんどの原因は靴のせい。足に合った靴を正しく履
くことが大事だそうです。また立ち上がる時は上半
身を倒しお尻から上げるようにすると足への負担が
少なくなるそうです。

笑顔で伸ばそう健康寿命
女性部健康教室

　JAうまでは大鍋で作った芋炊きを販売・配布するなどし
て県ブランドの里芋「伊予美人」の浸透を図っています。
　出荷の最盛期を迎えた11月には京阪神の市場祭で昨
年に続き、四国中央市篠原実市長やJAうま篠原一志組合
長がトップセールス。伊予美人の魅力をアピールしました。
　また、えひめ・まつやま産業まつりには、JAうまグリーン
フェスタで使っている直径2メートルの大鍋を初めて市外
に出しました。大きな鍋といもたきの良い匂いに来場客が
集まり、伊予美人袋詰めは1時間半、いもたき1000食は3
時間で完売しました。

各地で伊予美人宣伝活動
さらなる浸透を目指す

　11月29日、関川支店は高齢女性に対し積極的な
声掛けを行い特殊詐欺の被害を水際で防止したとし
て、四国中央警察署から感謝状を受けました。
　11月24日、女性は午後1時に孫を名乗る人物から
「100万円貸してほしい。3時に取りに行く」と電話を
受け、関川支店へ出金したいと連絡。高石康司支店
長が対応し、話しているうちに不審な点に気づき、孫
に連絡を取ってもらうとともに、警察へ連絡しました。
　高石支店長は「女性はお孫さんと電話が繋がるま
で犯人を孫と信じ切っていた。」と特殊詐欺の怖さを
語りました。JAうまでは毎週木曜日に窓口担当者が特
殊詐欺被害防止のタスキをかけお客様に呼びかける
などの活動をしています。
　四国中央警察署によると市内の振り込め詐欺など
の特殊詐欺は昨年の3倍、被害金額は昨年より300
万円上回っているといいます（11月現在）。

特殊詐欺を水際で防止
四国中央警察署から感謝状

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

▲大きい鍋にビックリ。まつやま産業祭で

▲愛媛県の中村時広知事も足を運んでくれました。
　芋炊きを食べて「芋が本当に柔らくて美味しいね」

▲京阪神の各市場祭には四国中央市篠原市長、
　JAうま篠原組合長、JAうま特産部会宝利部会長らがPR
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特集2

第19回第19回

第12回第12回

　
11
月
19
・
20
日
、
Ｊ
Ａ
う
ま
と
四
国

中
央
市
は
第
19
回
Ｊ
Ａ
う
ま
グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
と
第
12
回
四
国
中
央
市
産

業
祭
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
広
場
と
伊
予
三

島
運
動
公
園
に
は
今
年
も
多
数
の
地
域

グ
ル
ー
プ
や
企
業
が
参
加
し
、
農
産
物

の
展
示
販
売
や
、
商
工
業
な
ど
地
元
の

産
品
を
出
品
し
市
内
外
か
ら
大
勢
の
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
は
中
国
四
国
地
区
最
大

級
の
直
径
約
２
メ
ー
ト
ル
の
大
鍋
に
里

芋
「
伊
予
美
人
」
１
０
０
キ
ロ
を
使
っ

た
芋
炊
き
を
販
売
し
ま
し
た
。
販
売
開

始
前
か
ら
２
０
０
人
以
上
の
行
列
が
で

き
、
各
日
１
０
０
０
食
が
両
日
と
も
約

１
時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。
芋
炊
き
を

味
わ
っ
た
来
場
客
は
「
や
っ
ぱ
り
大
き

な
鍋
で
作
る
と
何
か
違
う
ん
だ
ろ
か
。

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
」
と
好
評
で

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
発
売
し
た
伊
予
美
人

ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
伊
予
美
人
う
ど
ん
も
好

評
で
、
女
性
部
の
里
芋
コ
ロ
ッ
ケ
も
あ

り
「
芋
づ
く
し
」
の
一
日
に
な
っ
た
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
19
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
共
済
部
が
Ｊ

Ａ
う
ま
こ
ど
も
倶
楽
部
の
会
員
を
対
象

に
親
子
手
形
ア
ー
ト
教
室
を
開
催
。
Ｊ

Ａ
う
ま
福
祉
部
は
、
あ
っ
た
か
荘
三
島

で
「
あ
っ
た
か
荘
文
化
祭
」
を
開
き
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
日
頃
作
成

し
て
い
る
作
品
を
展
示
し
、
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
よ
る

介
護
相
談
会
も
開
き
ま
し
た
。

↑芋炊きにおいなりさんを合わせて

↑手早くまぜて味付け。
　ドン！となるとポン菓子にも行列が…

↑特注の鍋には特注の柄杓！販売前からいもたきのいい匂いに長い行列ができました

↓いもたきをア～ン！↓伊予美人アイスをパクッ！↓ポン菓子をパクッ！

第19回

第12回
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第19回

第12回

766件
16名
3名
13名

応募総数
当選者
☆ピタリ賞
☆ちかいで賞
（誤差0.1～0.4kg）

↑お餅モグモグ

↑終活相談のブースもありました

↑揚げたて里芋コロッケはサクッとネットリ

↑6次産業化サポートセンターでは、伊予美人うどんと炊き込み御飯おにぎり。

↑お父さんももちつき体験。
　お子さんは撮影係。

↑もちなげは老若男女入り乱れ熱い戦いが繰り広げられました

↑蛇口からみかんジュースも大盛況 ↑体に響く いわくら太鼓

↑組合長はじめ役員と女性部が
　もちを投げました

※当選された16名の皆様へのお
知らせは、賞品の発送をもって
代えさせて頂きました。
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農産物展表彰者部イベント
アート教室 市長賞

里芋の部

髙橋正人

市議会議長賞
里芋の部

大西啓一

JAうま組合長賞
山の芋の部

森實忠男

東予園芸支部長賞
温州みかんの部

近藤ミチ子

その他受賞者一覧
…部会長賞 …銀賞 …銅賞…金賞

山の芋の部
大西正（山の芋）
妻鳥戍（山の芋）
篠原京子（山の芋）

里芋の部

真鍋浩通（里芋）
妻鳥戍（里芋）
辻政春（里芋）
大西八重子（里芋）
篠永茂行（里芋）
西原和正（たけのこ芋）
植田稔（さつまいも）

果樹の部
寺尾奏周（愛媛中生）
吉川正憲（愛宕）
尾藤明子（宮川）
石川朋美（ヘイワード）
渡邊和春（南柑20号）
真鍋卓也（ヘイワード）

↑体育館には農産物や五葉松の出品が
　ズラリと並んでいました。

↑展示した農産物は2日目にセリにかけられ
　お得な値段で食卓へ。

　開会式では、農産物展で優秀な農産物
を出品した生産者が表彰されました。

　25組の親子連れに参加いただきまし
た。紙粘土に手形をつけたり、デコレー
ションしたり楽しめましたでしょうか？

野菜の部
鈴木凱夫（キャベツ）
鈴木豊子（白菜）
加地順子（大根）
熊野理太郎（しょうが）
妻鳥戍（ネギ）
松木文子（いちご）
高橋治子（かぶ）
加地幸代（白ネギ）
植田茂子（しょうが）
高橋雪子（大根）
篠原定男（ブロッコリー）
村上友則（白菜）
高橋治子（ホウレン草）
曽我良子（チンゲン菜）

穀類・花木の部
藤田忠和（にこまる）
安部忠男（媛育73号）

大西啓一（にこまる）
安部一（コシヒカリ）

※県の育成系統です。

8
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こども倶楽
親子手形ア

あったか荘文化祭
　絵やカバンなどの洋裁、工作など、あったか荘土居・三島・川之江の利用
者の作品がぎっしりと並びました。前日の愛媛新聞にあったか荘土居の利
用者の白石実子さんと曽我部さ津子さんが掲載され、そのちぎり絵を見に来
た方も沢山いるそうです。

第21回JAうまカップ
ジュニアサッカー大会結果報告

　川之江浜公園では、小学生のサッカー大会を開きました。管内の6クラブから34チームが出場し、今年も白熱した試合
を繰り広げました。勝ったチームも負けたチームも感動をありがとう！各部の優勝チームとMVPは下の通りです。

6年生の部

5年生の部

4年生の部

3年生の部

三島オーカーズ
MVP　石川 愁くん（三島小学校）

F.C.川之江jr.A
MVP　大西 啓海くん（川之江小学校）

F.C.川之江jr.
MVP　神原 悠志くん（川之江小学校）

F.C.川之江jr.レッド
MVP　有田 海斗くん（川之江小学校）9
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多
年
草
の
ニ
ラ
は
春
先
に
株
分
け
し
て
若
返
り
さ
せ
る

　
ニ
ラ
は
中
国
西
部
の
原
産
。北
は
モ

ン
ゴ
ル
、南
は
マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
ま

で
、ア
ジ
ア
の
地
域
で
古
く
か
ら
栽
培
さ

れ
て
い
ま
し
た
。強
い
香
り
の
も
と
、
硫

化
ア
リ
ル
は
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
吸
収
率

を
高
め
、
糖
の
分
解
を
促
進
、
血
行
を
良

く
し
体
を
温
め
、胃
腸
の
働
き
を
助
け
る

の
で
、
風
邪
予
防
や
回
復
に
も
効
果
的
、

抗
酸
化
作
用
に
よ
る
が
ん
の
抑
制
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

　
強
健
な
野
菜
で
、
一
度
植
え
れ
ば
毎

年
、
年
に
数
回
も
刈
り
取
り
で
き
る
の

で
、
狭
い
家
庭
菜
園
に
も
う
っ
て
つ
け
で

す
。
　
し
か
し
、
い
く
ら
強
い
と
い
っ
て
も
2

〜
3
年
取
り
続
け
る
と
、
株
が
密
に
な

り
、幅
広
で
厚
み
の
あ
る
良
質
の
葉
が
収

穫
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。そ
う
な
る
前

に
株
分
け
し
、更
新
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
株
分
け
の
適
期
は
、越
冬
後
の
1
月
下

旬
〜
3
月
上
旬
に
か
け
て
で
す
。ニ
ラ
の

育
ち
を
観
察
す
る
と
、冬
に
入
る
と
葉
が

次
第
に
枯
れ
、
休
眠
状
態
に
入
り
ま
す

が
、
こ
の
休
眠
が
覚
め
、
新
し
い
小
さ
な

芽
が
働
き
始
め
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
株

分
け
作
業
を
す
る
の
で
す
。こ
の
頃
は
根

株
に
栄
養
が
た
っ
ぷ
り
蓄
え
ら
れ
て
い

て
、断
根
や
分
割
と
い
う
荒
療
治
を
し
て

も
傷
み
が
少
な
く
、作
業
も
し
や
す
い
か

ら
で
す
。

　
株
分
け
作
業
は
、ま
ず
残
っ
て
い
る
枯

れ
葉
を
、
地
上
5
㎝
ほ
ど
の
高
さ
で
き
れ

い
に
刈
り
取
り
ま
す
。そ
し
て
株
の
周
り

に
く
わ
か
シ
ャ
ベ
ル
を
大
き
く
打
ち
込

み
、
根
株
を
掘
り
起
し
ま
す
。株
元
に
は

強
い
細
根
が
密
に
張
っ
て
い
る
の
で
、
全

部
を
掘
り
取
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
中
ほ
ど
で
切
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て

も
一
向
に
構
い
ま
せ
ん
。

　
掘
り
上
げ
た
株
は
土
を
落
と
し
、指
先

に
力
を
入
れ
て
大
ま
か
に
割
り
、
さ
ら
に

小
割
り
し
て
図
の
よ
う
に
1
株
ず
つ
に

分
け
ま
す
。

　
新
し
い
畑
へ
の
植
え
付
け
は
、
条
間
80

㎝
、深
さ
10
㎝
ほ
ど
の
植
え
溝
を
掘
り
、元

肥
と
し
て
堆
肥
、
油
か
す
、
化
成
肥
料
を

施
し
、
5
〜
6
㎝
土
を
戻
し
て
か
ら
図
の

よ
う
に
、2
〜
3
株
ま
と
め
て
、20
㎝
間
隔

に
植
え
付
け
ま
す
。植
え
る
と
き
に
は
根

株
を
束
状
に
ま
と
め
ず
平
置
き
に
す
る

の
が
良
い
で
す
。覆
土
は
株
の
上
部
が
少

し
出
る
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
、
や
が
て
新
葉

が
伸
び
だ
し
て
き
た
ら
、
葉
先
を
埋
め
な

い
よ
う
注
意
し
て
、2
回
ほ
ど
覆
土
し
、溝

が
全
部
埋
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
す
れ
ば
2
〜
3
カ
月
後
に
は
見

違
え
る
ほ
ど
良
質
の
葉
が
成
長
し
て
き

ま
す
。収
穫
は
葉
長
20
㎝
ほ
ど
に
伸
び
た

と
き
か
ら
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
現
在
の
年
金
受
給
資
格
を
得
る
に
は
25
年
の
納
付
期
間

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
の
年
金
法
改
正
に
よ
り
、
10
年
納

付
す
れ
ば
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
税
8
％
か
ら
10
％
に
上

が
る
時
点
と
同
時
に
導
入
す
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
28

年
11
月
の
国
会
に
て
、
消
費
税
導
入
よ
り
早
く
実
施
に
踏

み
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
8
月
に
施
行
さ
れ
、
10
月
か
ら
全
国
64
万
人

の
方
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
受
給
で
き
る
の
は
保
険
料
を
払
っ
た
期
間
（
免

除
さ
れ
た
期
間
が
あ
れ
ば
そ
の
合
計
）
が
10
年
以
上
、
25

年
未
満
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
金
を
受
給

で
き
る
の
は
法
律
施
行
後
か
ら
と
な
り
ま
す
。
年
金
を
受

給
す
る
為
に
は
年
金
事
務
所
に
裁
定
請
求
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
2
月
か
ら
順
次
該
当

者
に
、
裁
定
請
求
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
年
金
額
に
つ
い
て
は
40
年
納
付
し
て
満
額
も
ら
え
る
制

度
は
そ
の
ま
ま
で
、
納
付
月
数
に
よ
る
計
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
将
来
の
生
活
設
計
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
40
年
は
満

た
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
年
金
受
給
資
格
、
納
付
１０
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
」

人形供養祭人形供養祭
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相
続
と
親
族 

そ
の
５

　
今
回
は
準
正
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
　
準
正
と
は
、
父
母
の
婚
姻
な
ど
に

よ
っ
て
嫡
出
子
で
あ
る
子
の
身
分
を
取

得
さ
せ
る
制
度
を
指
し
ま
す
。

　
民
法
7
8
9
条
で
は
、
準
正
と
な
る

ケ
ー
ス
を
二
つ
明
示
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
父
が
認
知
し
た
子
は
父
母

の
婚
姻
に
よ
っ
て
嫡
出
子
の
身
分
を
取

得
す
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
婚

姻
中
の
父
母
が
認
知
し
た
子
は
、
認
知

の
と
き
か
ら
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す

る
と
い
う
場
合
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ち

ら
の
場
合
も
子
が
す
で
に
死
亡
し
て
い

た
場
合
に
も
準
用
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
父
が
認
知
し
た
後

に
、
子
の
母
と
婚
姻
を
す
る
場
合
で
、

準
正
の
効
果
は
婚
姻
の
と
き
に
効
力
が

生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
婚

姻
準
正
と
い
い
ま
す
。
認
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
前
提
で
す
の
で
、
認
知
前
に

婚
姻
し
て
も
、
こ
の
婚
姻
準
正
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
合
、
父
母
の
婚
姻
の
後
、
父

が
認
知
し
た
場
合
に
は
、
嫡
出
子
た
る

身
分
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
認
知
準
正
と
い
い
ま
す
。
こ
の

準
正
の
効
果
で
す
が
、
条
文
上
は
「
認

知
の
と
き
か
ら
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
婚
姻
の
と
き
か
ら
効
果
は
生
ず

る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
父
の
死
後
に
認
知
さ
れ
た

と
き
に
は
、
父
の
相
続
で
は
嫡
出
子
と

し
て
の
扱
い
が
で
き
な
く
な
る
た
め
で

す
。
し
か
し
、
最
近
の
嫡
出
で
な
い
子

の
相
続
分
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断

や
民
法
改
正
か
ら
す
る
と
、
嫡
出
で
な

い
子
の
ま
ま
で
も
相
続
分
に
差
が
な
い

こ
と
と
な
り
、
こ
の
解
釈
の
ま
ま
で
い

い
か
の
疑
問
は
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
嫡
出
で
な
い
子
は
母
の

戸
籍
に
入
っ
て
い
ま
す
。
父
の
氏
を
母

が
称
す
る
こ
と
と
な
り
、
準
正
の
効
果

が
生
じ
た
と
し
て
も
戸
籍
は
母
の
ま
ま

で
す
の
で
、
子
が
父
母
の
氏
を
称
し
た

い
と
き
に
は
、
戸
籍
法
の
届
け
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
回
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
法
定
相

続
分
に
つ
い
て
の
法
改
正
の
説
明
を
し

ま
す
。

資
産
管
理
の
法
律
ガ
イ
ド

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー
　
顧
問
弁
護
士
●
草
薙
一
郎

ご来場者には
記念品プレゼント

人形供養祭人形供養祭人形供養祭人形供養祭
プリエール

※土居会館の電話は三島に転送されます

会員募集中
事前相談受付中

注　意
※ガラスケース等はお預かり出来ません。お預かりした人形は、返却出来ません。

大切な人形を大切に供養致します

≪開催日時≫ 平成29年1月29日（日）　13：00～
29日は9：00～各種展示コーナーを開催しております

≪受付期間≫ 1月25日～開催日まで　9：00～16：00
※29日は9:00～12：00

≪供養会場≫ プリエール三島　式場にて

予約可（8：30～17：00）。優先致します。
問合せ　☎（0896）24-5600

●1月29日　9：00～
・三島会館内覧会
・終活相談コーナー
・お棺展示コーナー
・湯灌展示コーナー
・墓石仏壇展示コーナー
・遺影写真撮影コーナー

各種展示コーナー
供養料
無料
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①
ひ
ょ
っ
と
こ
と
よ
く
対
に
さ
れ
ま
す

③
英
語
で
い
う
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

⑤
凹
が
オ
ウ
な
ら
凸
は

⑥
金
剛
力
士
の
こ
と
。
あ
う
ん
で
一
対

⑦
こ
の
わ
た
や
酒
盗
も
こ
の
一
種

⑨
大
豆
は
畑
の
│
│
と
い
わ
れ
ま
す

⑪
物
は
│
│
と
新
製
品
を
買
っ
て
み
た

⑬
牛
乳
を
温
め
る
と
表
面
に
で
き
ま
す

⑮
足
の
末
端
の
こ
と

⑰
京
都
･
祇
園
の
宴
席
に
花
を
添
え
ま
す

⑲
一
年
の
│
│
は
元
旦
に
あ
り

⑳
ダ
イ
コ
ン
や
練
り
物
、
ゆ
で
卵
な
ど
を
だ

し
で
煮
込
ん
だ
料
理

㉑
正
座
を
し
て
い
て
切
れ
る
こ
と
も

①
子
ど
も
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
正
月
の

臨
時
収
入

②
昆
布
と
│
│
節
で
だ
し
を
取
っ
た

③
親
子
や
兄
弟
で
そ
っ
く
り
な
人
も

④
正
月
に
付
き
も
の
の
汁
物

⑥
笑
う
と
負
け
よ
、
あ
っ
ぷ
っ
ぷ

⑧
が
っ
か
り
し
た
と
き
に
落
と
し
ま
す

⑩
タ
イ
ヤ
に
つ
な
い
で
シ
ュ
ッ
シ
ュ

⑫
ボ
ー
ダ
ー
や
ス
ト
ラ
イ
プ

⑭
落
ち
葉
を
か
き
集
め
る
道
具

⑯
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
画
家
、
ム
ン
ク
の
代
表

的
作
品

⑱
忍
者
が
指
を
組
ん
で
結
ぶ
も
の

山
ち
ゃ
ん
さ
ん
ほ
か
10
名
の
方
々
、
ご
当
選

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
の
ク
イ
ズ

締
切
日
は
1
月
25
日
（
水
）
必
着
。
抽
選
で
産

直
市
お
買
物
券
を
10
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送
を
持
っ
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

（応募97通）
サツマイモ

11月号の答え

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

「まちがいさがし」答え ： 1 …………まといの形が違う　　 3 …………手が下がっている　　 6 …………手前の人が目をつぶっている
　　　　　　　　　　　10 ………犬の耳が上がっている　　12 ………お守り袋の形が違う

⑴キュウリのへたを取り、まな板の上ですりこぎなどを使

い、回しながら5～6回、キュウリがつぶれるくらいの力で

叩き、手で割る。

⑵柿は皮をむき一口大に切る。

⑶ボウルに塩・こしょう・ごま油を合わせ、キュウリ・柿・塩

昆布を加えて混ぜる。

柿とキュウリのサラダ

柿…………………………………1個

キュウリ…………………………1本

塩昆布……………………………少々

塩…………………………小さじ1/2

こしょう…………………………適量

ごま油………………………小さじ2

材料（2人分） 作り方

　フルーツの中でも栄養価が高い柿には、ビタミン
Cとβ-カロテンが多く、疲労回復・美肌・アンチエイ
ジングなどに効果的です。味が染み込みやすいよう

に軽くたたいて割ったキュウリと合わせれば、食感
も抜群！　塩昆布の量により、塩加減は調整しま
しょう。

point

1食当たり
約98kcal

Cooking

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。



郵 便 は が き

四国中央市三島金子2-4-23
JAうま　総務部企画課
広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
12
ペ
ー
ジ
の
ク
イ
ズ

　
挑
戦
状
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

52円分の切手を
はってください

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL

いずれかに　してください
（クイズ当選発表、お便り
紹介する際に使用します）

□実名可　　□匿名希望

□ペンネーム（　　　　　　　　　　　　）

日
記
帳
入
れ
た
机
に
鍵
を
か
け
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
佳
甫

悲
し
み
を
か
く
す
笑
い
も
本
も
の
に
　
　
　
　
　
飛
鷹
　
幸
子

強
面
の
男
に
あ
っ
た
泣
き
所
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
曄
生

年
の
差
が
な
に
さ
気
軽
な
ペ
ア
ル
ッ
ク
　
　
　
　
大
西
　
正
隆

産
直
市
安
く
な
ら
な
い
野
菜
た
ち
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
た

女
心
に
負
け
て
と
ぎ
れ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
　
　
　
　
山
本
　
千
里

禁
酒
し
て
夢
で
ふ
ら
つ
く
酔
い
心
地
　
　
　
　
　
石
村
　
孝
三

野
菊
摘
み
秋
連
れ
帰
り
目
を
細
め
　
　
　
　
　
　
続
宗
　
照
子

も
う
行
け
ぬ
紅
葉
名
所
夫
婦
旅
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

山
路
来
て
確
か
に
木
の
実
落
ち
る
音
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

餌
さ
し
て
庭
の
小
枝
に
小
鳥
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

球
根
を
植
う
る
狭
庭
に
小
鳥
来
る
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

身
に
入
む
や
秋
の
夜
長
の
一
人
寝
の
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

音
す
れ
ば
落
ち
着
か
ぬ
児
よ
秋
祭
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

小
春
日
や
散
歩
の
か
え
り
木
の
実
落
つ
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

靑
空
や
黄
葉
落
ち
猫
も
か
け
だ
し
た
　
　
　
　
　
Ａ

野
の
宮
の
神
事
に
触
れ
る
鵙
の
声
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
富
子

投
句
募
集
中
！

我
が
悔
い
を
繰
り
返
す
な
と
伝
え
た
し

　
　
　
　
地
を
か
ざ
り
ゆ
く
紅
葉
ふ
み
つ
つ
　
　
石
村
　
幸
子



□特集1
□特集2
□アグリアドバイザー通信
□JAうまトピックス
□コスモスちゃん知恵袋
□INFORMATION
□JAPLAZA
□その他【　　　　】

□特集1
□特集2
□アグリアドバイザー通信
□JAうまトピックス
□コスモスちゃん知恵袋
□INFORMATION
□JAPLAZA
□その他【　　　　】

第8回理事会
平成28年11月28日（月）

大口貸出案件の承認について

冬季賞与の支給について

出資減口申込の承認について

第1号議案

第2号議案

第3号議案

平成28年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

　「JAうま」の表紙を飾ってくれるキッズモデルを募集
しています。応募資格は0才～高校生までの四国中央市
在住の方。ご家族での撮影もOKです。掲載頂いた方に
はJAうま産直市で使える「農産物直販所お買物券（500
円分）」をプレゼント！
　当広報誌に付いているハガキま
たは、お電話にてご連絡下さい。
　写真撮影はJAうま広報担当者
が行い、撮影場所はご依頼者と相
談の上決定いたします。
連絡先
　TEL：0896-24-3827
　総務部企画課　広報委員会　まで

広報誌キッズモデル募集！

1月号クロスワード解答

1

お
便
り（
身
近
な
話
題
・
イ
ラ
ス
ト
・
投
句
・
意
見
な
ど
）

ジャジャうま市・
おいでや市・
ふれあい市 初売り

6

13

20

27

振替休日 元日

成人の日

日月 火  水 木 金 土

  

7

14

21

28

1
8
15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

1 月の予定 ※12月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 金生支店 年金 寒川支店 年金 豊岡支店

年金 関川支店 年金 本店 年金 中曽根支店

年金 川下支店 年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金

年金

年金

年金2月 8日（水）  　　寒川支店
9日（木）  　　川滝支店
10日（金）  　　豊岡支店
14日（火）  　　金生支店

年金 ・・・年金相談日（午前10時～午後12時）
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☆
産
業
祭
の
芋
炊
き
が
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。

（
Ａ
・
Ｉ
）

【
編
】
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
私

は
な
ん
だ
か
ん
だ
で
結
局
食
べ
ら
れ
ず
残
念
で

し
た
。来
年
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
豊
岡
婦
人
部
に
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。産
業
祭
で
は
毎
年
行
っ
て
美

味
し
い
キ
ツ
ネ
寿
し
を
買
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
仲
間
に
入
っ
て
、
キ
ツ
ネ

寿
し
作
り
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
作
り
上
げ
て
い
く

行
程
！
…
見
て
、
聞
い
て
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ

て
色
々
と
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

帰
る
時
に
キ
ツ
ネ
寿
し
を
頂
い
て
帰
り
、
家
族

も
美
味
し
い
！
と
言
い
な
が
ら
お
よ
ば
れ
し
ま

し
た
。良
い
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。頭
の
下
が
る
思
い
が
し

ま
し
た
。

（
三
好
君
江
）

【
編
】
お
手
伝
い
ご
苦
労
様
で
し
た
。女
性
部
の

皆
さ
ん
っ
て
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
素
敵

で
す
よ
ね
。そ
し
て
お
料
理
が
ど
れ
も
美
味
し

い
で
す
。

☆
松
柏
支
店
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。職
員
さ

ん
の
戸
別
訪
問
で
、「
ま
だ
行
っ
た
事
な
い
の
で

一
度
見
学
に
行
こ
う
と
思
う
」
と
い
う
と
「
是
非

来
て
下
さ
い
」
と
や
さ
し
く
声
か
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。今
ま
で
の
所
に
慣
れ
て
い
た
の
で
少

し
不
安
で
す
。一
度
下
見
に
。

（
咲
ち
ゃ
ん
）

【
編
】
松
柏
支
店
に
見
学
行
っ
て
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？
支
店
職
員
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
ご
来
店
く
だ
さ
い
ね
。地
域
の

皆
様
が
愛
着
の
湧
く
よ
う
な
店
舗
作
り
を
心
掛

け
て
い
き
ま
す
。

☆
パ
ズ
ル
を
い
つ
も
主
人
と
解
き
ま
す
が
、
主

人
の
方
が
や
わ
ら
か
頭
で
す
。

（
Ｉ
・
Ｍ
）

【
編
】
こ
の
お
便
り
の
ほ
か
に
も
ご
夫
婦
や
ご
家

族
で
一
緒
に
解
い
て
い
る
と
い
う
お
便
り
を
よ

く
い
た
だ
き
ま
す
。「
い
つ
も
家
内
に
一
本
と
ら

れ
ま
す
」「
孫
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
」な
ど

な
ど
。私
は
先
に
答
え
ら
れ
る
と
悔
し
い
の
で
一

人
で
解
き
ま
す
！

☆
今
年
初
め
て
安
納
芋
を
作
り
ま
し
た
。初
め

て
に
し
て
は
う
ま
く
出
来
、大
学
い
も
、天
ぷ
ら

と
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
！

（
Ｍ
・
Ｋ
）

【
編
】
我
が
家
も
今
年
初
め
て
安
納
芋
を
作
り
ま

し
た
！
甘
く
て
美
味
し
い
で
す
ね
！
他
の
サ
ツ

マ
イ
モ
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
く
ら
い
家
族
で

ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。う
ち
で
は
も
っ
ぱ
ら
お
鍋
で

焼
き
芋
に
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　
♪
お
な
べ
de
や
き
い
も
♪
の
作
り
方

　
用
意
す
る
物
　
・
厚
手
の
鍋

　
　
　
　
　
　
　
・
サ
ツ
マ
イ
モ

　
　
　
　
　
　
　
・
火
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
な
い
気
持
ち

①
サ
ツ
マ
イ
モ
を
洗
う
。イ
モ
は
な
る
べ
く
同
じ
大

き
さ
が
良
い
。大
き
け
れ
ば
切
る
。

②
イ
モ
を
鍋
に
敷
き
詰
め
る
。（
こ
び
り
つ
か
な
い

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
敷
い
て
お
く
と
ラ
ク
）

③
蓋
を
し
て
最
弱
火
で
45
〜
60
分
く
ら
い
。15
分

に
一
度
ひ
っ
く
り
返
す
。

　
　
お
箸
な
ど
で
火
の
通
り
を
確
認
し
な
が
ら

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
出
来
上
が
っ
て
す
ぐ
食
べ
て
も
美
味
し
い
で
す

が
、新
聞
紙
に
く
る
ん
で
置
い
て
お
く
と
し
っ
と

り
し
て
オ
ス
ス
メ
で
す
。

＊
火
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。時
々
火
が

消
え
て
な
い
か
の
確
認
も
忘
れ
ず
に
！

　
産
直
市
で
焼
き
芋
の
販
売
が
始
ま

り
ま
し
た
。里
芋
、
山
の
芋
も
最
盛
期

を
迎
え
ま
し
た
。我
が
家
で
は
芋
づ
く

し
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。里
芋

は
煮
こ
ろ
が
し
、
山
の
芋
は
す
っ
て
味

噌
汁
に
落
と
し
た
り
…
。



新年のご挨拶

グリーンフェスタ開催報告

総務部企画課

●募集人数

●申 込 先
●締め切り

40チーム　120名（先着順）
3人1チームで申し込みください。
JAうま各支店窓口
平成29年2月17日（金）午後1時

●
●
●
●

●

大 会 日 時
場 所
試 合 方 法
留 意 事 項

問い合わせ

平成29年2月26日（日）　8時15分集合、9時試合開始予定
JAうまジャジャうま広場（中之庄町浜の前1684-4）
トリプレット（3人チーム戦）、40分、3試合
・チーム内にスコアシート記入できる方を
　1名確保ください。
・チーム名は6文字以内。
・申し込み後不参加の方があれば当該チームで
　補充してください。
・ボール借用希望の方はその旨記入ください。
・当日は暖かい服装でおいでください。
一柳初太郎　携帯090-7784-1268

通常価格

155,000円
JA年金会員限定旅行代金

JAで年金を受け取っていただいているお客様へ特別企画

今月のうまキッズ


